
有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

  
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
イ
ノ
シ
シ
対
策
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２
月
16
日
、
十
三
塚
地
区
で
地

域
住
民
が
集
ま
り
イ
ノ
シ
シ
対
策

の
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の

設
置
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
参
加
し
た
の
は
、
36
歳
か
ら

77
歳
ま
で
の
22
人
。
１
月
11
日
か

ら
３
回
に
分
け
て
実
施
す
る
計
画

の
２
回
目
の
日
で
し
た
。

　
十
三
塚
地
区
は
、
平
成
30
年
度

に
石
岡
市
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
初

め
て
の
モ
デ
ル
地
区
に
認
定
さ

れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を

始
め
て
令
和
元
年
度
で
２
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。取
り
組
み
内
容
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置
と
、

箱
罠
の
設
置
の
主
に
２
つ
。

　
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
集
落
の

山
際
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設
置
し

ま
す
。
柿
や
み
か
ん
の
木
の
幼
木

の
根
が
掘
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
な

ど
の
被
害
が
多
く
、
集
落
に
入
っ

て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

平
成
30
年
度
は
１・
７
㎞
で
し
た

が
、
令
和
元
年
度
は
３・
８
㎞
延

長
し
ま
し
た
。　

　
７
人
で
１
時
間
に
設
置
で
き
る

の
は
約
50
ｍ
。
１
日
の
作
業
で
進

む
の
は
２
４
０
ｍ
～
２
５
０
ｍ
ほ

ど
で
す
。

　
箱
罠
は
餌
を
使
っ
て
箱
の
中
に

お
び
き
寄
せ
て
捕
獲
す
る
箱
状
の

罠
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
十
三
塚

地
区
で
は
、
箱
罠
を
イ
ノ
シ
シ
の

通
り
道
に
設
置
し
て
、
地
域
住
民

が
交
代
で
餌
を
ま
い
て
見
回
り
を

す
る
な
ど
し
て
、
捕
獲
の
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

４
頭
捕
獲
し
ま
し
た
。

　
十
三
塚
獣
害
対
策
委
員
会
会
長

の
瀬
尾
栄え

い
い
ち一
さ
ん
は
「
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
実
績
を
上
げ
、
地
域
の
農

作
物
の
被
害
を
食
い
止
め
て
い
く

こ
と
が
第
一
の
目
標
だ
が
、
地
域

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
イ
ノ
シ
シ
対

策
の
副
産
物
は
、
箱
罠
の
管
理
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
住
民
同
士
の

関
わ
り
や
会
話
が
増
え
た
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
で
力
を

合
わ
せ
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
両
桁
山
寺

地
区
・
半
久
地
区
・
太
田
地
区
が

防
護
柵
設
置
活
動
を
開
始
予
定
。

　
設
置
の
際
に
は
、補
助
金
対
象（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課　
℡
43
・
１
１
１
１

（
内
線
１
１
４
３
）
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1農作物被害防止防護柵設置補助金 
▼鳥獣による農作物被害を防止するため、耕

作農地への防護柵設置に対する費用の一
部を補助します（要事前申請）。

対象者 : 市内に住所を有し、鳥獣による農作
物被害を防止する目的で防護柵を設置す
る者で次のいずれかに該当する者 

共同申請：３人以上の農地所有者が共同で連
続した３筆以上の耕作農地に防護柵を設
置すること 

個人申請：農地所有者が個人で耕作農地に防
護柵を設置すること 

補助額 
共同申請：経費の２分の１以内 ( 上限 15 万円 ) 
個人申請：経費の４分の１以内 ( 上限２万円 ) 

2狩猟免許取得補助金 
▼狩猟免許の取得に要する対象経費の一部を

補助します ( 合格者のみ )。 
対象経費：免許申請手数料および予備講習会

受講料等 
補助額 
わな猟：全額補助 
銃猟：経費の２分の１以内 ( 上限３万円 ) 
対象者 : 市内に住所を有し、過去に狩猟事故

または狩猟違反がなく、次のいずれにも
該当する者。 

①新たにわな猟免許、銃猟免許を取得する者。
ただし、新たに銃猟免許を取得する者に
あっては申請日現在における年齢が 65 歳
以下の者に限る。

②新たに銃猟免許を取得する者で、猟友会石
岡支部または八郷支部に５年以上継続し
て所属し、かつ有害鳥獣の捕獲活動に従
事することを確約した者。

有害鳥獣対策関連
　補助金のごあんない

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

　
　
　
　
捕
獲
活
動
が
ス
タ
ー
ト

捕
獲
活
動
が
ス
タ
ー
ト 

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
（
以
下
、

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
（
以
下
、

実
施
隊
）
と
は
、
猟
友
会
石
岡
支
部
と
八

実
施
隊
）
と
は
、
猟
友
会
石
岡
支
部
と
八

郷
支
部
の
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
隊
員

郷
支
部
の
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
隊
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
有
害
鳥
獣

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
内
で
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

の
捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

今
年
度
の
隊
員
は
、

今
年
度
の
隊
員
は
、
4040
代
～
代
～
8080
代
の
総
勢

代
の
総
勢

3232
名
。
そ
れ
ぞ
れ
銃
猟
免
許
も
し
く
は
わ

名
。
そ
れ
ぞ
れ
銃
猟
免
許
も
し
く
は
わ

な
猟
免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
。

な
猟
免
許
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
４
月
に
実
施
隊
の
任
命
式
を
行
い

　
毎
年
４
月
に
実
施
隊
の
任
命
式
を
行
い

ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
、
代
表
者

感
染
症
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
、
代
表
者

の
み
で
時
間
を
短
縮
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
み
で
時
間
を
短
縮
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
隊
は
毎
年
２
回
、
捕
獲
活
動
を

　

実
施
隊
は
毎
年
２
回
、
捕
獲
活
動
を

行
っ
て
い
て
、
今
年
は
繁
殖
期
を
終
え
た

行
っ
て
い
て
、
今
年
は
繁
殖
期
を
終
え
た

５
月
５
月
3030
日
～
６
月

日
～
６
月
2828
日
と
収
穫
時
期
の
８

日
と
収
穫
時
期
の
８

月月
2929
日
～
日
～
1010
月月
2525
日
に
実
施
し
ま
す
。

日
に
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
の
捕
獲
頭
数
は
２
９
３
頭
。「
全

　
昨
年
の
捕
獲
頭
数
は
２
９
３
頭
。「
全

体
的
に
数
は
増
え
続
け
て
い
る
が
、
こ
こ

体
的
に
数
は
増
え
続
け
て
い
る
が
、
こ
こ

４
、５
年
で
顕
著
な
の
は
国
道
６
号
線
付

４
、５
年
で
顕
著
な
の
は
国
道
６
号
線
付

近
や
東
大
橋
な
ど
石
岡
地
区
で
の
数
の
増

近
や
東
大
橋
な
ど
石
岡
地
区
で
の
数
の
増

加
だ
ね
」
と
話
す
の
は
実
施
隊
の
鈴
木

加
だ
ね
」
と
話
す
の
は
実
施
隊
の
鈴
木

哲哲て
つ
お

て
つ
お夫夫
隊
長
。
鈴
木
さ
ん
は
、
実
施
隊
の
隊

隊
長
。
鈴
木
さ
ん
は
、
実
施
隊
の
隊

長
を
勤
め
て

長
を
勤
め
て
3030
年
以
上
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。

年
以
上
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。

隊
員
と
と
も
に
市
内
の
山
を
早
朝
か
ら
く

隊
員
と
と
も
に
市
内
の
山
を
早
朝
か
ら
く

ま
な
く
歩
き
、
足
跡
の
新
し
さ
な
ど
か
ら

ま
な
く
歩
き
、
足
跡
の
新
し
さ
な
ど
か
ら

イ
ノ
シ
シ
の
移
動
経
路
を
特
定
し
、

イ
ノ
シ
シ
の
移
動
経
路
を
特
定
し
、
1010
～～

2020
人
ほ
ど
で
猟
を
行
い
ま
す
。「
猟
は
協

人
ほ
ど
で
猟
を
行
い
ま
す
。「
猟
は
協

力
し
て
行
う
も
の
。
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、

力
し
て
行
う
も
の
。
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、

お
互
い
の
信
頼
感
が
な
け
れ
ば
」
と
鈴
木

お
互
い
の
信
頼
感
が
な
け
れ
ば
」
と
鈴
木

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
銃
を
使
用
す
る
た
め
、
猟
の
前
に
は
必

　
銃
を
使
用
す
る
た
め
、
猟
の
前
に
は
必

ず
隊
員
に
銃
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意

ず
隊
員
に
銃
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
注
意

喚
起
を
し
て
い
る
そ
う
。
そ
の
甲
斐
も
あ

喚
起
を
し
て
い
る
そ
う
。
そ
の
甲
斐
も
あ

り
、
石
岡
市
の
実
施
隊
は
現
在
ま
で
無
事

り
、
石
岡
市
の
実
施
隊
は
現
在
ま
で
無
事

故
・
無
違
反
。

故
・
無
違
反
。

　
「
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
、
こ
れ

　
「
身
の
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
、
こ
れ

ま
で
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
。
で
も
、
地
元

ま
で
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
。
で
も
、
地
元

の
農
作
物
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

の
農
作
物
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
想
い
で
続
け
て

と
が
で
き
れ
ば
、
と
い
う
想
い
で
続
け
て

い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

----------------------------------------

山
の
中
に
入
る
と
き
に
気
を
付
け
る
こ
と

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
を
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
物
被
害
防
止
用
と
し
て
カ
ラ
ス
を
配

布
し
ま
す

・
希
望
者
は
６
月
28
日
日
午
後
４
時
に
八

郷
総
合
支
所
駐
車
場
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。


